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Google for Educationとは
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G Suite for Education

Google Classroom

chromebook

協働学習の促進

学習管理の支援

ICT管理をシンプルに

オンライン結合の対象



オンライン結合（イメージ）

●年●組 ●年▲組 ●年◆組

それぞれのファイルは作成
された時点で自動保存される

SINET

児童・生徒のファイルへのアクセスイメージ

オンライン結合
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ドライブ

クラスルーム



オンライン結合（イメージ）

ドライブ内は個人のアカウントに紐づき
個人の管理下に置かれる

A君のドライブ

●年●組
クラスルーム

各クラス毎に作成し，作成した
先生（管理者）の管理下に置か
れる

クラスルーム内で作成されたファイルはクラス
ルームに保存される

クラスルームのファイルをドライブにコ
ピーした場合，ドライブ内のファイルは
学校の管理下ではなくなる
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オンライン結合（イメージ）

例）課題の提出にあたり
オンライン結合を行う

例）小テストの結果閲覧
でオンライン結合を行う

A君のドライブ

●年●組
クラスルーム
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使用する機能

ドライブ（資料データの保管） スライド（発表用資料作成）

生徒の発表の支援するプレゼンテーションア
プリ。「共有」することで先生・生徒が同時
にアクセスし，共同作業を行うことができる。

フォーム（質問フォームと集計）

質問を追加していくことで簡単に質問フォー
ムやテストを作成できるアプリ。集めた回答
はその場でリアルタイムに集計され，確認・
共有できる。

生徒のあらゆる学習データを無制限に保存で
きるオンライン上の保管アプリ。高速な検索
がデータを探す時間を短縮してくれる。

ドキュメント（文書作成）

生徒のあらゆる学習データを無制限に保存で
きるオンライン上の保管アプリ。高速な検索
がデータを探す時間を短縮してくれる。

スプレッドシート（表・グラフ作成）

表計算から高度な関数を利用した集計まで可
能な表計算アプリ。「共有」することで複数
人が同時にアクセスし，協働作業を行うこと
ができる

図形描画（図形の作成）
自由に図形を組み合わせて作成できるアプリ。作
成した図形はドキュメントやスライドに挿入する
ことができる。「共有」することで複数人が同時
にアクセスし，協働作業を行うことができる

クラスルーム（学習管理）
バーチャルなオンラインの「クラス」を作成
し，先生が効率的に生徒とコミュニケーショ
ンをとったり，学習・課題管理ができるアプ
リ。

Meet（遠隔会議・対話）

離れた場所にいる先生・生徒同士をつなぐシ
ンプルでありながら高品質なビデオ通話アプ
リ

メール

Gmailの機能強化版。
先生や生徒に容量無制限・高機能・スマート
なオンラインメールを提供。

ハングアウト（チャット）
即時に生徒へコミュニケーションをとること
ができるチャットアプリ。個別チャットはも
ちろんのこと，複数人とのやりとりにはグ
ループチャットも利用できる。

コミュニケーションアプリ ファイルアプリ 6



ファイルアプリの機能（スプレッドシート（例））

表計算したい内容を記入する

シートの追加 シートの表示 データ検索

入力した内容がグラフ化される

主な機能

• 入力した内容の表計算
• 入力した内容のグラフ化

グラフの挿入

挿入されたグラフ

関数によって算出された値

7



ネットワーク構造

SINET

A校 B校 C校 D校

ファイアウォール

SINET（学術情報ネットワーク）とは…
日本全国の大学，研究機関等の学術情報
基盤として国立情報学研究所が構築し，
運用している情報通信ネットワークのこ
と。
次期ネットワーク（2022年）では，
GIGAスクール構想の一環として小中高と
の接続を予定している。
本市は，全国に先駆け東京大学との共同
研究により2021年からSINETに接続し，
GIGAスクール構想を実現するもの。

各学校からの通信はSINETを経由し
てインターネットへと接続する。
各学校とSINETとの間にファイア
ウォールを設置することでセキュ
リティを担保する。
【ファイアウォールの主な機能】
• パケットファイルリング
• アプリケーションレベルゲート
ウェイ
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Google Classroom G Suite



システム構成概要とセキュリティ

SINET
ファイアウォール

暗号化通信
HTTPS
＋

前方秘匿性（PRS)

サービス提供会社

第三者認証の
ISO27017
ISO27001
を取得

第三者認証の
ISO/IEC27018:2014
に準拠

ログイン制御

 以下のセキュリティレベルを維持

 機密性確保

 サービス提供者としての安全性の担保

• ログイン制御
• 暗号化通信（HTTPS）
• 前方秘匿性（PES）

第三者認証である以下の認証を取得し，国際基
準の情報セキュリティレベルを確保

• ISO/IEC27018:2014
• ISO27017
• ISO27001
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アカウント作成時に求められる情報
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Gsuite 児童生徒の登録項目(CSVでの一括登録)

連続したもの氏名
アカウン
ト

パスワー
ド

組織種
別

初回パスワー
ド変更の有無


